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スクールカウンセラー活動の方法に関する試論

一多角的な活動をめざして一

青木真理傲育寒競合センター教育臨床学！

　筆老は支離省スクールカウンセラー活絹鱗究事業において中学でび）スクールカウンセラーとして

び）活動を行なっている。今までの濡墾の経過の振弩返1｝，校丙アンケートの結果の吟味から現在好

なっているスケールカウンセラーの活動の粋緩みについて遠べ，スクールカウンセラー活嚢の方法

に関する試譲とする。また，縷織麟な援覇捲導を宥なった事鱗を振畢ラ返1），綴織的生徒鮨導におけ

るスクールカウンセラーの機籠について考える。

菱キーワード〕スクールカウンセラー，中学校，多角鯵な活動，綴織麹な援覇振導，縫与的観察者

1　はじめに

　筆者は欝97隼・緯98隼度の支藩省スクールカウンセ

ラー活欝調査醗究事業において，福島難内の中学校に

スクールカウンセラーとして諏遣され，活勇を行ない，

現；薤露一校で3奪磨の活動を行なっている。その活動

内容をふりかえ辱つつ，スクールカウンセラー（以下

SC／の亮鯵方について議i論ずる。

亙　スクールカウンセラー活用調査硬究

事業

　この事業は緯95隼に始ま辱，携隼度の濠遣は各察3

校，全馨で焉4校であったが，派遣校数は毎年増撫し，

欝98年度の諏遺教は全麟でi，ε撰校にのぼっている。撮

3嚢の形態は．一校につき茎毒務時翼は週8時闘．年28春蒔

閥と定められている。原則としてひと辱のSCが一校

に寵置されるが，築あるいは学校によっては2名のS

Cが尋時鷺ずつ墾務しているところもある。

　福島梁下でも騰隼度の濠遣から娘まって，97年度か

らは文部省の事業とは琴彗に，県予算の補勧を受けたS

C醍置を始め，99年度現在，壌校の学校においてS　C

が㌶護され，濠遣されているSCの数は36名である。

璽　筆者のスクールカウンセラー活動の

概要

i、活動の場所二篠島案内のP中学。農村・住宅地の

混窪地ま嚢毒こ｛立直する。大綬摸校。

2．活動の霧馨二給97隼痩からの濠遺で7月なかばか

ら活動器妬した。2年闘のSC活欝調変醗究事業によ

る派遣終了後，本隼尋月からあらたな2年購の濠遣に

よる活動を続けている，

3．活動の形態：97・98葬度は選i襲8時間，本年度

は選2騒嬉時賜ずつの活動。

　SC室で遺ごし，灘接等を行ない，必要に応じて職

員室，保健室讐を訪聞する。

　勤務終了時に聾務霧報に活動内容を記載する。こ

の暮報は校長・教頭・生徒指導主事・養護教諭のあい

だで騒覧される。

護．活動の経過

　玉／飯隼度

　7月　勤務闘鈴。職員会議での挨拶と昼休みの放送

への鐵演による宣伝活嚢を行なったほか，能徒捲導藻

のニューズレターに震己紹介と勤務馨を掲載した。

　S　C活溺推進会議に鐵癒して方銭の策定に糠わった。

その時点ではSCに頼脅すぎないこと，不登校に焦点

をあてることが確認された。

　不適応生徒のいるクラスの掻任数名と，話し合いを

した。

　2学難　不登校生徒の保護者との難接および自主来

談生徒や授業離脱者との面接が始まった。教舞とは主

として養護教論との椿報交換を継続的に行なうととも

に，来談生徒や探護者について握任教懸等とコンサル

テーシ璽ンを行なった。指導毯難な生徒についてのス

タッフミーティングを類集し議し合う機会を穂度かも

った。

　その飽P　TA主催の講演会で講演を行なった。

　3学難　それまでの活動の麹に，ある学級の授業時

題の中でコラージュ製作を行なった。

　鯨隼度末での次年度への課題としては，①男子生徒

の来談活性化　②教套灘書象の醗修会の開催　③チーム

指導の緯線葬1りが挙げられた。

　2198奪嚢
　嘩学魏　学難初めに教暴醗修会でS　Cの麟隼度の活

動について報告し，認年度の活動のねらいについても

ふれ，S　C活動への礫解を求めた。
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　教書根談係，生徒指導主蔓，養護教論，S　Cを成員

とする教欝掘談醗究協議会が発足した。上記⑤の課題，

チーム指導の綴織作むの場としての機能が懇待された。

この会は漂羅として肩i懇翻かれ，チーム捲導をめざ

すものである。不適慈生徒の状溌鞍告と交蘇藝策の策定

とその実施効果の検討を行なうほか，事舞醗究を行な

うこととした。

　碧τA法難委員との座談会を行ない，その内容が広

報誌に掲載された。

　2学難　教員韓修会でエンカウンターグループ実習

を行なった。

　引きこも弩生徒への訪翼面接を緊始した。

　また不登校生徒に対し，筆者の薩霧する校外根談機

関（篠島大学教育学藻難霧教育実践総合センター教育

梅談室〉での露接も聡嬉した。

　鴛月中旬，教麟・生徒・保護者へのアンケート調査

を行なった。教麟へのアンケートの結果の詳纒1ま後達

する。教麺のアンケート結果ではSC導入におおむね

肯定的だったが，連携・広報に対しては不溝是であむ，

また生徒の慧とんどがSCについてよく短らないこと

が蟹らかになった。

　3学鰯　ある学級の授業の中でのコラージュ製作を

行なった。

　前年度の課題の①に関しては，来談生徒数は倍増し，

男女差は箆られなくなった。②に関しては，年2懇の

凝修会を行なった。③に関しては教育楊談藩究協議会

が闘かれたが，現状報告に終わ絵，対応策の検討とそ

の効果の藝今味までできなカ、つた。

　次年度も碍一校濠遣が内定した時点で次のような次

隼度の課題が考えられた。

　　①広鞍活動の充実　ニューズレターの発行

　　②授業への入鞭込み活動

　　③チーム指導綴織の充実

欝　スクールカウンセラ｝についてのア
　ンケート調査（教鰯1

　本事業が2奪1で終了するにあたって，教縣，生徒，

保護者を対象にS　Cに関する意識調査を行なった。こ

こでは教臨対象の調査結果を掲げ，考察する。

麟アンケートについて

①内容
　　　SCについての知識，SCが導入されたことの

　　　是葬，改善点，S　Cに難待することと実燦の鱈

　　　き，適窮な醍置隼数と勇務時間，S　Cに絶する

　　　家庭および教錘向けの広報，教麟との連携，S

　　　C室の入辱易さ。その地SCについての露密な

　　　意見。

　②調査靉靆i弱8奪鷺月中旬

　③　調査対象　教員　躍答数2i

欝欝一12

2／結果

①　知識

　SC導入蕪SCについて知っていたかどうかを尋ね

た。（纒墨）
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　　　　醸二誌雰鰯第

　　　　　　×〆
　鱗茎　スクールカウン・セラーについての知識

「知っていた盛塩藩は難っていた憾を合せると鴎％で

あ善），SCの存在がある程度は難られるようになって

いる現状がうかがえる。しかし，「名前は矯っていた匪

が62％を占め，SCの活動についてはあまむ難られて

いないようである。おそらく実襟に導入した学校に在

籍して籾めてある程度，SCがどのような春夜でどの

ように沽駕しうるのかが摺握できるのであろう。

②　S　Cに購待する仕事内容

　S　Cにどのような饑きを購待するかについて，6つ

の項震についてギあてはまる輩「ややあてはまる重「ど
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ちらともいえない藩「あま鞍あてはまらない」「あては

まらない逢の5件法で答えてもらった。その結果の平

均を示したのが羅2である。保護者の簸み，生徒の憾

みをきく，という項欝の点数が高く，r教編の憾みを驚

くiはそれに比べるとやや低い．教縣の指導上の機み

を聞くことはSC灘としては重要なものと考えている

が，S　Cが悪っているほどは教嚢醸まそれを求めていな

いようである。

　季受業の中で健診菱建1進の活動を孝テなうということは，

あま鯵鰯待されていない。

　また，生徒の息抜きについても点数はあま鯵高くな

いo
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　③　SC導入についての評懸i

　SCが来てよかったかどうかを尋ねたところ，ゼよか

った淫が76％を青め，おおむね轡定釣な評簸を得たと

震えるだろう。しかしゼどちらでもない墜が約i／達を

占めるということも現実として受け比めなければなら

ない。

　　　　　　　／書％

総掘，楚

　　　　¢〃乏／乞〃

　　麟3　スクールカウンセラーヘの評鱗

　（i至）　藝避置！年数とi劾務寡善隣董

　醍置隼数については，3隼以上という意見が7§％を

露め（麟尋），勤務時懸については現行の選8時閥よ鯵

も多くという意見が7§％を占めた鰯§／。
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⑤家庭への広報
　家縫への広報活動は十分でない，という意見が約半

数を占めた。

　必要と思われる法報活動を選んでもらったところニ

ューズレターを，という声が多かった（籔7／。

　　　　　、5％
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難畿』1☆廼一

　麟6寒庭への藏羅

そ　の　飽

講演会％☆第ク／／影「／

ニュ峡レダ／・。1／乙
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馨7家庭への広難内容

　欝
（人数／

圭5 2§

⑥教員への精報伝達咳報・達雛
　この点に関しては是辱なかったという意見が66％に

ものぼった。この点が2隼問の活欝事業において，大

きな課題として示された。

　また，連捷の方法について必要と思われるものを選

んでもらった結果を纒§に示す。

　連携のあ弩かたとしては，簡題となっている生徒に

ついて矯報を交換し熔慈を検討するコンサルテーショ

ンが最も多く選択された。

　教懸が適切・必要と考える連携のあ鯵かたとして最

も多く選擢されたコン号ルテーションは，実燦亀こはあ

る程度行われていたのだが，それはSCと脇賭する機

会のあった教麟とのあいだのみに縷定されていた。特

定の賜題生徒についての協講関係はすべての教晦との

あいだに結ばれるわけではなく，協同縫係をもった教

鰍まむしろ少数濠であった。そのことが，教緬アンケ

ートにおける椿報伝達・広報・連携の「不十分感達に

つながっていると態、われる。

　協講関係が広がっていけば，そのこと露体が祷鞍伝

達ならびに広報としての機能をもつはずであるが，必

ずしもすべての教麟と協同縫係をもつわけでないとす

れば，その飽の多数潔の教鰍こ情報伝達を行ない，連

携の意思と可能性を示していくためには，広報活動を

積極的に行なうことが重要であろう。今懸のアンケー

トの轡8の結果は，と吟もなおさず広報活動の不足の

反醗と考えられる。
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　「入舞易いまという答えはG％で，教嚢簸ことってど

ちらかというとSC室は入彙｝にくいものであることが

購らかになった。その理密としてSC室が職員室から

離れているという構造上の遅密，保護者が藤接してい

るかもしれないことを憲って，といったことがあげら

れた。こうしたS　C室の「入鱗こくさ感釜はと弩もな

おさず，教麟とSCの連携の野不充分感聾とも連聾し

ていよう臼

　⑧SC室の生徒にとっての役割

　SC室が生徒にとってどのような役割を果たしてい

たと思うか，という問には，「誰にも覆えない績みを穣

談できる場謡ゼみずからの行動を振弩返鯵，解決につい

て考える場3野息敏き・休息の場」の瀬に多く，「誉や

かす場窪という懇答はあま垂｝見られなかった。「欝やか

蓄鱒9一董2

す場」は，SC室が通常のルールからはずれた場になる

ことによって，S　C室外での生徒の生活に逸舞莞矮樹が

生じるという懸念，撹鵯か生じる擁能牲を考露し，選

択駿にくわえたのだが，あま軽多くは選ばれなかった。

そ　の　飽

内省・解決

憾み穏談『

誉やか　し・・

捧 憲

○ 5

馨魏　生穣菖ことっての殺害彗

（人数／

欝 玉5

　教騨の多くは悩み籟談の場と見ているが，S　C室の

孝1禰欝闘からいうと，休息・息抜きに穂繕している生

徒のほうが多かった。昼休みにグループであるいはひ

とりでやってきてSCと雑談をした弩，生徒たちだけ

で雑談した鯵，ホワイトボードに絵を鐵いた辱といっ

た活動があった。憾みを抱えている生徒たちは放課後

にやってくることが多いが，のべ人数からいうと「息

叛き濠涯の方が多い．

V　活動の枠組み

　このアンケート結果および2隼賜の活動の内容のふ

辱かえ辱をもとに，活動の枠緩みを設定した。その基

本方鋭は学校という場の様々な場面と資源を活欝して

多角的な麗わ聾を試みることである。その棒線みとそ

のもとで行なっている弱隼度の活動の中開麟報告を以

下に示す。

葦）S　Cの広輯活動・活動の開示

　上述したアンケートの結果から，教嚢1霧まSCの広報

について不充分と考えていることが購らかにな辱，ま

た生徒のアンケート結果では多くがSCの存在を知ら

ないと答えた。そこで鱒隼度は広縁活動をS　C活動の

基盤のひとっととらえて，積極的に行っている。その

ためには現在学校にある広報媒体と新しい広報媒体の

購発の両方を行う。このこと炉，連携についてのギ不

充分感藤をも解消することが鵡待される。

①対教齢
　隼度極めの職異会議，校内講修会などの機会を得て，

SCのねらい，これまでの活動のあらましについて伝

える。

　また教雛向けニューズレターを発行して活動内容を

難らせる。

　コンサルテーションにも「法難涯および「活動の雛

承」機能は含まれる。関わ移をもった生徒について握
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任等毒こ報皆することは，SCが｛薄をしているかを知ら

せるための有効な手立てともなる。

　また響理者に対しては警報によ辱報告する。

　②対生徒
　生徒鶴けニューズレターを発行。SCの随想的な文

章と勤務馨を掲載する。このニューズレターを生徒が

持ち帰ればそれは保護者への広報にもつながる。

　③　鰐保護者

　保護者向け生徒鮨導藻ニューズレターへの投稿のほ

か，P　T　Aの食饌への参趨に慈じる。

2）生経指導・教育相談纏織への参入

　①　教育権談轟議会の運営

　SC事業終了後をにらんだ緩織作りを行ない，学校

の教育籟談機能の梅、し充実をめざす。麟隼度の運営

形態を吟味し，本年度は教畜根談藻（含む学葎主任1，

生徒指導主事，養護教諭，教頭，SCを威養とする。

教鳶楊談離に学隼主任が簾わったことで，各学隼緯織

との連携の鶴上が鰯待される。協議会は前集痩講様，

鐸亙懸行い，気嚢こなる生徒を羅i鐵し，対癒協議，対応

の効果の検討を行なう。

3〉教鱗への闘わ鯵

　養護教論との嬉報交換，問題生徒に関して握任との

コンサルテーション，また場合に感じて教轟轟身の雛

みを饑くこともあ舞うる。

41生経への雛わ琴
　①　 SCによる授業
　アンケート結果によればほとんどの生徒がSCを知

らないということであった。多くの生経と鐵会える最

適の場は授業であるのでその場を活濡する。アンケー

トで1まSCの授業を鰯待する声は少なかったが，各学

年・各攀縁の了解と協力のもとに三年かけてすべての

攀縁を図弩，授業を行なう予定である。その内容はエ

ンカウンターのエクササイズを基礎とするが，紳濁偉

警をねらいとするよ弩はSCの広報と学綴の観察を兼

ねてのことである。

　②　霞主来談

　昼休みと放課後に主に露主来談生徒を受け入れる。

授業でのゼ種まき」活動の畿果か，自主来談盤徒は講

隼よ弩増えている。その機能は生徒の患叛きであ鯵，

だス抜きである。生徒アンケートでゼ不良が多いので

入鞍にく騨」という懸答炉あったが，本隼度は非「不

良」の生徒も多い。

　来談の手続きはとくに形式を求めていない。

　内容はグループでの雑談から深刻な憾み相談までス

ペクトルをなす。箱庭をグループで製偉した穆，本ワ

イトボードに落書きをしていった暮する生徒も多い。

　生徒とのこうしたや琴とむは，近藤（董§95〉分書揚重毒

する，従来の心遅臨嫌悪接の治療構造をはみ鐵す「多

罵で雑多なつきあい方」にあたるものである。このよ

うな購造化されないや垂｝と辱は，顕著な問題行動を呈

さないまでも，適応上の問題・課題を潜在させている

ヂ普選の」子どもたちのメンタルヘルスに関わる予防

的懸果をもちうるものではないかと考えている．そう

いう意味でこれらのや吟と辱は子どもにとっては「息

敷きまであるし，学校の集懸管美墾という撹点オ玉らすれ

ば「ガス抜き盛でもあ舞うるのである。被らがグルー

プで製作する箱庭は，ゼ普通の達新健康な窪子どもたち

が箱庭に寄せる関心のあ辱かた，作品に投影する重罪

を観察する機会とな辱えている。男子生徒数人が続け

て数緩，戦争ごっこを箱庭上で展潔したが，それなど

は懇春難における内語的な戦いを示すものであろうし，

繕よ瞬疫らが箱庭上で戦争のミニチュアを様々に褻か

して載わせることを楽しんでいる様子は，箱庭のもつ

機能の本質を示しているように患われる。すなわち箱

庭舞品において鑑賞し解験することは二次的なことで

あむ，砂とミニチュアを操搾する動的な邊程そのもの

が，箱縫のもつ隙己治癒麺の現われではないかと

考えさせられる。

　③　問題生縫への縫わ毎

　挺任から依籟されてのことが多い。不登校傾向，姦

立傾梅の生徒に対してカウンセサングを行なう。授業

外持闘でのカウンセリングを基本とするカ§，握任・学

隼簿の承認を得て舞外的に授業中カウンセリングをす

る場合もある。

　また，騨室登校生徒とのカウンセリング的溺わ毒を

行：ない，その中では学習補跡も行なう場合がある。

　いじめ・暴力・衝動行為の撫書生縫への幾わ弩を依

頼されることがあるが，生徒とのつなが琴を誓…るのが

難しく，今のところ成果をあげることができない。

　不登校（ひきこも紛生徒への関わ鯵としては，保

護者のカウンセリングと豊行しての手紙カウンセリン

グ，訪購面接を行なうほか，必要に感じて筆者の湧羅

する学外趨談機翼での面接も行なう。これは，不登校

の生徒にとっては学校の中にあるS　C室への来談は難

しいためである。

51保護者への関わ誓ナ

①予約彊接
　多くは担任から保護者へのすすめによ琴始まるが，

広報媒体1を見て卒し込む場合もある。予約藏接の窓襲

は挺任または教頭としている。多くは不登校生徒の保

護者である。

　②　保護者の会

　予約｛蚕接を申し込むほどの穫1題の緊急性はないが，

子どもとの付き合いの牢での様々な極みを議し合いた

いという動機をもつ繰護者（すべて舞窺／数人に集ま

ってもらい，試験的なグループ活動を行なっている。
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　以上，総合すると，本年度の活動の枠緩みは残存の

装麗・資源をなるべく活醸すること，広報を重視する

こと，そのうえで多篤的な麗わさラを試みることにまと

められる。

W　事例に見るS　Cの活動の眼目

　退去の活動における成功擁をみわたすと，適切な役

割分握とその確認がキーワードかと思われる。以下，

教室離竸を繰を）返す生徒Aの事舞を引網しながら，S

Cを含めた纏織的な関わ弩の在等方，緩織的関わりに

おけるS　Cの機能について考察する。

　Aは教室離脱，教鱗への暴言などの擬題行動を呈し

ていたが，約半隼の1搬綴s妻veな線織的饗わ弩によって，

問題鴛動は毅1棄し，その後は学級内での横のつなが1り

をもつにいたって教室への再適応をはたした。

筆）チームの結成

　SCの麗わ善教漢彗の嚢愛餐讐で撞｛壬の言書を難き，A本人

とも面接した時点で，Aに関わるスタッフが学年教締

集懇の範鑓を超えていることが構われたため，SCは

関わ弩のある教賛によるカンファレンスを招集した。

そこでそれぞれの教員の翼わ瞬こついて誌をしてもら

い，構報を総合させたうえで，次のような方舞を提案

した。

　①　教室入室の疑進・強鵜の一時中止。効果が上が

ると覇薮されたとき再鷺する。ただ，教簿に対して攻

撃的態度を示す一方で，依存欲求も強いので，何らか

の縫わ毎の姿勢を示していく。

　②教室難饒は低学力と仲閥馨繍駿力の抵さによる。

学校に来る以上は教室外に「羅場漸まを確保する必要

がある。

　③「暴場醜を作ると言っても誓やかすのではな

く，牢学に覆する生徒としての種置づけを慧識させる

ためにも新羅場醗」における課題を与える。

　④　煙鱒的な解決を焦らず，“卒業蒔にこうあつてほ

し㌧ずというイメージ・長期的な警標をもちながら関

わ幸）を続けよう。

　⑤　対癒策を検討し，その効果を吟味するために，

揖を見てカンファレンスを麟く。

　これらの方舞はカンファレンスで受け入れられ，完

全な形ではない炉「懇場瀦が設けられた。方錆①に

聡しては，Aは箆較的早い時鰯に教室再適癒を試み始

めたので，養護教諭と握任によって強調的なや暮方で

なく，奨励・健進されるようになった。またAのため

の特驚な学習課題の件が学年教縣集麟のなかで了承さ

れ，握任を通じて学習課題がAに与えられた。

21役割分担とその機能の確認・明確化

必ずしも最密から明確な役割分擾炉示されたわけで

総総一葦2

はないが，関わ辱を続けるなかで次第に役畜がはっき

除してきた。そのことは数霧禰かれたカンファレンス

で随時確認された，、

　養護教論は保健室を頻繁に訪れるAと関わ弩，ラポ

ールを形絞・維持しつつも，ルールの提示とその遵守

について繰聾返し確認を行なうとともに，ゼ教室に入るま

という欝定的な行動を奨励し，絞果が具体的に確認で

きる畿績表を作ってほめることで鑑の強髭を行なった。

また毯任教購への欝定酌評懸を瞬き思すよう汽へ働き

かけた。

　握任教鰍ま学習課題という「ケア」をAに嚢接手渡

し，そのことによ琴当初悪化していた欝係1ま次第に良

好なものに変わった。握径教輝はAとのうポール形成

に努める一方で，Aと学年教輝集懸の橋渡し的役霧を

握った息Aに関するカンファレンスでの内容と方針1ま

握｛壬によって学年会に伝えられ，学習課題についても

学年の教科鐙当者に依頼された。

　SCのAとの関わ辱としては，AがSC室を訪れれ

ば雑談釣な誌をした。締の振示もしないという中立的

な立場において，Aのその都度の行動を確認する場を

礎盤したことになる，，SCのもうひとつの役麟は，カ

ンファレンスを必要に癒じて擢集し，それぞれの働き

かけ，麗わ琴の内容を穰互に確認しあい縁慈を検討す

る場を設定することであった。またカンファレンスは

Aの逸脱行動を含めた様々な行動，その変容の意味を

考える場でもあ辱，そのことが方舞の検討とも関連し

た．さらに，SCは羅競との面接を行ない，学校での

現状（否定的な嚢も含め！を伝え，改善点と残された

課題について示した。

3）Aの変容（社会化1と援助者の役割の変化

　Aと握任教締との聡係が改善されるにつれ，Aへの

評懸の役害彗は次第に養護教諭から握鉦に移行され，そ

のことはAの教室への定藩を強化した。Aの，教室す

なわちクラスメートとレめ横の関係への羅£・が高ま鞭，

受け入れられることへの鰯待炉高まった時難，横の関

係への橋緩し麟援勧を擾任教締と養護教諭がそれぞれ

の立場で行なった。撞｛壬教癖はAの齎観する斑編成を

考癒し，養護教諭はその蓬の生徒とAを保健室に呼ん

で一緒に遊ぶ時潤をもった。

　その後Aは斑の生徒との付き合いを軸に，徐々に紳

闘糧会において定蒼できるようになっていった。

4〉Aの縫題行動の要裂と指導援助の魏果の検認

　Aの教室非定養の要露1ま小学校時代からの積み重ね

による低学力および，蝿大関｛系における自己中’む姓ゆ

えの教室社会における懸立化であった。厳格な父親を

恐れていたため，家にいることはできず，家と教室の

どちらにもいられないがために，中開地帯としての教

室外区域を放浪することになった。
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　i年あまりのあいだにAは自己欝定感が増し，それ

とともに露分の欠点について言及できるようになり，

察律性も備わるようになった。

　Aに越する援勤詣導の全体を見渡すと，試行錯誤を

繰毒返しつつAの基地となる勃建的空腸・対象を確保

し，そこを基盤として桂会性・霞葎盤を高めていく援

勤がなされたといえる。援助の具体的な方法としては，

Aに注意を翫琴，そのことを実際的な方法で示し（学

習課題を与える，誌をする），よい絞果を認めてほめ，

同彗寺に守らねばならないルールを繰善返し示し，守っ

たかどうかを本人にフィードバックすることであった。

瞬時に，少数の対象とのあいだに築かれたよい灘係を

縫の蝉象（教科挺当教緬，クラスメ一陽へと広げて

いけるように橋渡し的援勤が行なわれた。

51カンファレンスの意義とSCの機能
　様々なスタッフが様々な場懸で行なった指導援麟活

動が重馨麟に重なっていたわけであるが，それを振琴

運漕，その都度の役撰を確認し，さらなる蝉癒を検討

する場としてのカンファレンスが行なわれた。

　Aへの鷺わ1？においては，Aの開題行動の提示の仕

方幽えに，学校スタッフが“ボーダレスな聡わ剃｝を

余儀なくされたが，この事鍵だ諺でなく，学校で援う

事鯵はもっとボーダレスに麗わってよいのではないか

と考える。実際にはひと辱の生徒に捲任教懸，学奪教

科嚢任，部活顧問，養護教論，生徒指導握当者，管運

職，S　C等様々な立場のスタッフがそれぞれの立場で

関わっていることが多々ある。必要なことはそうした

鰹鶏の関わ警を統合する機溺を設けることであ1ヲ，S

Cが果たし得る役割のひとつは，そうした機関を運営

することではないか。

　さらには，協濁もて関わった事騨から得られた経験

を，直接纏わらなかった教麟とも共有する場を設ける

ことも有効である。学校には，生徒の詣導についての

体験を集積し，そこから得られる矯見を権互利弔する

場が乏しいように患われる。Aへの関わ瞬こついても

一過性の墨来事として終わ辱，忘れられていく前に，

学校スタッフがこの経験を共有する機会を設ける必要

があるだろう。そのためには校内麟修会などでの事倒

懸究を行なうことが必要である。

畷　S　Cの在辱方，S　Cとして学ぶこと

　今までの活動経験にかんがみて，SCの活動を学校

をクライエントとする臨賑活動と位置づけることが適

窮かと懇、われる。

　鵜養（欝95／はコミュニティ心理学の視点から，懸

人療法における人格遷解が多薩的であることを指梅さ

蕊るのと購様に，学校コミュニティの還解に絶しても

「現実的特徴ま「成育劉「人格権造盛「現症懇など1こ

ついて理解の努力を鴛なうべきだと運べている。その

縢，「現実的特徴」はε姦籍生捷数，教室数．教異数な

ど」であ鯵，「人格権造葺は「線織，校務分掌，産業構

造など」であ継，ゼ現症歴まは「心饗臨床機能導入に至

る経趣であるとする。また，懸騨〔理療法における

髄大饗解の心理学麟短見のアナ霞ジーとして，学校コ

ミュニティの「牲格差ヂ発達段賠藩というとらえかたを

提案してもいる。筆者も学校をひとつのクライエント

として覧て，次のようなことが重要であると考える。

騒人を婦象とする臨濠活動の場合，まず穣手の椿報を

聞き取ることから始まるように，学校が内包する，あ

るいは学校をと弩まく薦報を潤き取ること毒薄手要であ

ろう。綴入構報における成育甕は欠かせ轟ものだが，

講じく学校の歳立の獲史についての関心をもつことも

役に立つ。そして醤よ垂）この学校はどのような権威糞

一そのことは，懸人で言えばその嬢人のさまざまな行

動・感精・愚考の特徴や繧癖ということになろうか一

から該博立っているのか，その講成員はどのように感

じ，鍔を璽っているのか，SCに対する態度はどうか，

といったことに注意を向け，構報を駿集することにな

る。

　そうしたなかで，SCが接近しやすく，さしあたっ

て懲頼縫係を築いていくのに適切であろうと思われる

藻分に饑きかけていく。このことは，燧人諏接で言え

ば，ことに藏接靭鰍こおいてクライエントとのラポー

ル形成を行なうということにあたるし，変容の可能性

をもつ灘分に働きかけていくということでもある。

　そうした態度と壷付して，S　Cl訂「変革」への志淘

姓をもつフィールドワーカーでもある。来談面接とは

異な弩，S　C活動は臨濠の短象の場そのものに入棺込

む活動である。その際のS　Cは学校というフィールド

における「異暢達であ酵，侵入者である。そうすると，

その臨鎌の場における察身の活嚢すら臨俵的現象もし

くは課題として取鞍接われるべきものとなる。SCは

塗身の行為，露身が喜寵することで生じる影響を齪察

しつつ，職察涯におわらず「変革涯へとつなげていく

意思をもつ関与的観察者であるとも言える。

　霞分察身を臨鎌的現象・課題として取零鍍う視点か

らすれば．たとえば，しばしばSCによって報告され

る，学絞欝の受入態勢の不備といったことも，単にS

C灘からの幾甥・不満の婦象となるのではなく，ひと

つの臨濠麟課題として意識されることになる。こうし

た観点はS（〕を学校というフィールドから一時的に弓1

き離し，毅溌を舞鍛的に眺める可能性を与える。その

ことはSCが霞身の内部にスーパービジョン機能をも

つことにもつな力玄る。

　　野異勃≦としてのSCがどのように擾われているの

か，「異物」としてのSC嚢身は何を感じているのか，

ということへの視点をもちつつ，自らか受容されるよ

うに繰き力縁ナ，一一藻耀｛癒し，　フィーノレドの変革に着手
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する。

　そういった愚昧で，筆者難身の新入辱込み葺襖鰭を

振輪返れば，麺奪度の活動器始嚢寺のクラス握任との姦

し合いを，椿報叡集と観察の場としてよ弩積極的に活

罵すべきだったと考える。

　学校の肉離に入善込むという経験は，内部から学校

外の量雰を醗めるという新たな視点を与えてくれる。

学校舞の量界は，S　Cが嚢常馨していない，S　C活動

舛の蒔瞬において繧する重葬である。そうすると，学

校と学夕影懇談機覆iとの連携1の難しさ力婁，学校の内灘の

開題として感じられるのである。外部の掘談機襲の構

成鐸としての藝からは見えなかったことである。

　そうした学校内のまなざしをもってすれば，生後が

外部穰談機縫の趨談・治療を受けることになった場合，

外藩機聡の治療方鋭が見えにくく，また見えたとして

もその方録の提示が一方的に感じられることがままあ

る。譲葉を変えて言えば，外藻穏談機麗の治療者が，

学校スタッフがどのような関わ辱を行なっているかに

ついての椿報を十分に駿集していない，あるいは十分

な関心をはらっていないと感じられる。もちろん，ク

ライエントである生徒もしくはその線護考が否定的な

感精を学校鑓にもっていて治療者か学校と関係をもつ

こと炉慎重になされねばならない場合は溺外とする。

　ひと鯵の生徒，クライエントに請して複数の援跳者

が関わる場合，それが有効な援動となるためには，関

わ静岡盤が形成されそれがうまく機能することが重要

であろう。羨籔で詳遠した事鰹の場合，カンファレン

スは関わ琴講盤の霞立，確認，深化の場であった。購

成員それぞれの対癒について根互に情報交換し討議す

ることは，権威籔霧士の運解を深めることにもなる。

綴織的教育穰談のカンファレンスの露、と，メンバーの

教錘から「私がS　Cを震頼するのは，講じテーブルに

ついて生経について討議しているからだ」という鴇の

発書があったことを思い合わせると，学校スタッフと

外離機関スタッフの連携においても，講者が文字通辱

講じテーブルを霞んで記し合うこと毒ま有効ではないか

と懇、われる。

　ただ，そのテーブルが学校，外藩機縫どちらに置か

れるにせよ，少数濠炉ド異暢達経験をし，とまどいを

感じることは籔避されにくレ㌔ゼ異駿離毒害郵異鞠まのま

まに議し合いが終わってしまうことも多々あるであろ

う。そうした場合，すでに「異霧」としての入舞込み，

瞬銘，顛癒，艶離の取確方についての響熟を経てきて

いるSCが，学校と学外機幾の橋渡し機能を果たすこ

とは適溺であろうと思われる。

　具体的に言えば，学校スタッフと外翻機関の誌し合

いの場をスクールカウンセラーがコーディネートし，

話し合いの場そのものにおいてもどちらかと言えば中

立的な立場で姦し合いをすすめることができるであろ

う。
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畷　まとめ

　筆者の経験したスクールカウンセラー活動の経遜を

振弩返琴，現在の活動の枠総みを示すことで，スクー

ルカウンセラー活動の方法に関する試論とした。そこ

においては羅存資源の活躍，広縁の重視，多角鹸聡わ

き？の雲叢み力薄塗講された。

　ある綬鶏事鱗において，展覇された緩織麟援麟指導

を振舞逗辱，緯織的援勧指導におけるスクールカウン

セラーの機能について考察した。

　最後に定スクールカウンセラーの基本的態度と，ス

クールカウンセラーとしての学校入蓉込み経験から外

部穣談機縄を銚め，学校と外藻権談機閣との連携の在

弩方について考察した。
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